
朝
熟
N
O
鼎
仝
血
 
 

労
働
経
済
動
向
調
査
（
平
成
加
 
 

年
5
月
）
に
御
協
力
く
だ
さ
い
 
 

労
働
経
済
動
向
鱒
箪
隼
生
産
、
販
 
 

売
法
勤
及
び
そ
れ
に
伴
う
雇
用
、
労
働
 
 

時
聞
な
ど
の
現
状
と
今
後
の
短
期
的
見
 
 

通
し
な
ど
モ
把
超
す
る
こ
と
を
目
的
と
 
 

す
る
調
査
で
、
年
1
回
（
毎
年
2
、
5
、
 
 

8
、
1
1
月
）
実
施
し
て
い
ま
†
。
 
 
 

こ
の
鯛
査
桔
果
は
、
別
々
と
変
化
す
 
 

る
経
済
動
向
が
雇
用
面
等
に
及
ぼ
し
て
 
 

い
る
影
響
と
、
そ
れ
ら
に
㈲
す
る
今
様
 
 

の
見
通
し
や
対
応
策
等
号
迅
速
に
把
握
 
 

し
て
労
働
ね
薫
に
お
け
る
貴
重
な
資
料
 
 

と
し
て
着
用
さ
れ
て
い
士
す
。
 
 
 

こ
の
祈
蛮
の
対
虫
は
、
常
用
労
心
音
 
 

知
人
以
上
の
民
営
事
業
所
か
ら
無
作
為
 
 

に
抽
出
し
た
釣
5
7
0
0
事
＃
所
で
す
。
 
 
 

対
象
と
な
っ
た
事
難
所
の
曾
様
に
は
、
 
 

本
鯛
査
の
慮
旨
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
 
 

調
査
に
御
協
力
を
媚
り
ま
す
ょ
う
お
厚
 
 

い
申
し
上
げ
ま
す
。
 
 
 

ま
た
、
当
綿
査
で
は
鯛
査
栗
を
郵
送
 
 

に
よ
り
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
†
が
、
 
 

事
難
所
の
皆
様
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
 
 

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
労
働
柱
活
動
向
 
 

∽
査
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し
て
 
 

回
答
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
さ
ま
す
。
 
 

日次＞＞   

ニ最新情j魯   

t肝炎とはフ   

ィ新しい肝炎総合対策」とはて   
JI托炎に関する二資料集   

ユ肝炎に関するリンク集   
二主ヤラケタニについて  

－
9
■
 
 
汁
－
皐
も
．
・
・
 
■
h
 
 
 

09年6月1日】宮Z回全国肝炎総合対発推進想班会の開催について  

09年5月18Elはン曳てフェロン治療の体裁払募集待果にコいて」を綿厳しました．  

09年5月15日！肝戌遺跡二ついて」吉相厳しました．  

0；I年4月1日「肝炎治舶寺別促進寧薫（インタ＝フェロン治摂政助成事業）の運用  

変更につし＼て」を報厳しました．  

09年3月3D日「イン曳－フエDン治療の体験談募集についてJ  

O9年2月25日上里成之0き度肝炎インターフェロン鱒療受給者証交付慮請件数蒜調  

（上半期分）＿にユしユ工」を穐粧しました．  

卦
－
ト
ス
－
℃
ノ
「
両
件
咄
壷
」
皐
加
亜
 
 
 

膵
臓
裾
隅
臓
州
暇
鳩
皿
は
膵
騰
悌
胤
 
 
 

肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
績
に
 
 

対
す
る
医
疲
賛
助
成
削
庇
が
始
 
 

ま
り
ま
し
た
 
 

β
型
・
C
型
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
患
 
 

者
の
方
々
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
 
 

ロ
ン
治
療
に
係
る
旺
療
賃
へ
の
助
成
舶
 
 

度
が
、
本
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
．
 
 
 

本
助
成
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
は
以
 
 

下
の
と
お
り
で
す
．
 
 
 

な
お
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
 
 

ジ
；
膏
旨
5
⊇
．
∃
h
ぎ
g
P
－
p
旨
⊂
⊃
y
巴
 
 

k
¢
コ
方
O
U
斉
巴
（
r
山
k
u
一
訂
つ
い
巾
つ
仇
コ
O
U
O
g
、
 
 

詳
し
く
は
、
体
験
版
h
t
首
＝
、
、
巴
芝
．
 
 

∃
h
言
写
竜
コ
d
e
P
h
t
呈
掬
覧
く
だ
 
 

さ
い
。
 
 

有
用
藍
 
 

肝炎対策の  

く過去の「最新劇朋」は言ちち  

◎肝炎とは？  

我が国の肝炎（ウイルス性肝炎）の持続感染者は、B型が110万人－140万人C型が2DO万  

人－240万人存在すると推定されていますが、感染時期が明確ではないことや自覚症状がないこ   

とが多いたれ適切な時凱こ治療を受ける機会がなく、本人が気づかないうちに肝硬変や肝がん  
へ移行する感染者が多く存在することが閉厨となっています．  

（参考）  

・．分かりやすしご〉イルス性肝炎・＝一嬢の方向け  

二B型肝炎にコLご⊂＿（二股的なQ．＆Al・‥医療関係者向け  

・．C聖肝炎につしさ工ヒ般的なロ＆A）・＝医療朋係者向け  

＞づニッの上狛こ罵る  

⑳「新しい肝炎総合対策」とは？  

厚生労働省では、従来から行ってきた総合的な対策に医療費助成を加えて、平成20年度から新  

たな肝炎総合対策r肝炎治療7か年計画」を実施しています．  

（予算を含む全体の概要はこちらをご覧ください）  

1．インターフェロン療法の促進のための環境整備  

0．イン曳＝フェロン治療に対する医療費の助成  

平成ZO年度からB型・C型肝炎のインターフェロン治動こ対する医療費助頑を開始しました．  

（参考〉  

・ほ親平成Zn年度肝炎イン鼠＝フェロン治療受給者旺交付鼻汁性数等調（上蓋期分）  

エ【資料】r肝炎治探特別促進事業にフいて」▼（鼻1K巳）  

二【■ヒフレット】！肝炎曳イルス治療のお知らせ」．（ユ94K8）  

ー
コ
計
×
一
h
キ
コ
ロ
で
も
お
粥
ら
ゼ
し
て
い
‡
 
 

†
が
、
拝
し
く
は
、
最
寄
り
の
保
他
所
 
 

へ
お
伺
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 
 

○
実
施
主
体
 
 
 

都
道
府
県
 
 

●
対
象
者
 
 
 

B
型
・
C
型
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
 
 

患
者
 
 

。
対
象
医
療
 
 
 

B
型
・
C
塑
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
根
 
 

治
を
目
的
と
し
て
行
う
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
 
 

ン
治
療
（
保
験
適
用
の
範
囲
内
）
 
 

○
自
己
負
担
上
聞
摂
 
 
 

対
点
者
の
市
町
村
民
根
株
税
年
随
 
 

に
基
づ
く
階
層
区
分
ご
と
に
ー
か
月
当
 
 

た
り
の
自
己
貴
担
上
限
鏑
が
あ
り
ま
 
 

す
。
 
 

・
世
帯
の
市
町
村
民
税
（
所
得
割
）
無
 
 
 

税
年
頼
が
6
万
5
0
0
0
円
未
満
の
 
 
 

1
万
円
 
 

場
合
 
 

・
世
帯
の
市
町
村
民
権
（
所
待
引
）
拝
 
 
 

現
車
研
が
6
万
5
0
0
0
円
以
上
 
 
 

2
3
万
5
0
0
0
円
未
済
の
鳩
舎
 
 

3
万
円
 
 

・
世
帯
の
市
町
村
民
硯
（
所
得
劃
）
ほ
 
 

税
年
頼
が
符
万
5
0
0
0
円
以
上
の
 
 

5
万
円
 
 

場
合
 
 

疾
病
対
照
降
肝
炎
対
羅
遭
寅
 
 

嘲
郎
凋
肇
N
 
 

【
両
匪
堆
塗
肪
由
痩
】
 
 

労
働
保
険
の
隼
皮
更
新
手
枕
時
 
 

に
つ
い
て
 
 

労
勘
保
織
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
塁
 
 

の
保
険
料
は
、
1
月
－
日
か
ら
翌
年
3
 
 

月
封
8
ま
で
の
一
年
間
を
単
位
と
し
て
 
 

計
算
し
き
†
が
、
年
度
当
初
に
保
険
料
 
 

を
慨
‡
で
申
告
・
納
付
し
、
翌
年
度
の
 
 

当
初
に
確
定
申
告
の
上
保
険
料
壷
積
 
 

‡
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
 
 

労
働
保
険
の
「
年
度
モ
新
」
と
い
い
士
†
。
 
 
 

平
成
加
年
度
の
年
度
更
疲
の
時
期
 
 

を
迎
え
‡
し
た
の
で
、
書
換
主
の
せ
縫
 
 

に
お
か
れ
ま
し
て
は
．
都
道
府
県
努
他
 
 

局
か
ら
送
付
さ
れ
る
申
告
書
を
作
成
 
 

し
、
そ
の
中
告
讐
に
保
険
料
等
を
漂
 
 

え
て
、
金
融
機
関
（
邑
、
所
頼
朝
道
府
 
 

県
労
働
局
、
所
嶺
労
働
基
準
監
督
‡
 
 

の
い
ず
れ
か
に
、
1
月
†
自
（
火
）
か
ら
5
 
 

月
2
0
日
（
火
）
麦
で
の
間
に
提
出
し
て
い
 
 

た
だ
き
ま
す
よ
う
烏
頂
い
い
た
し
ま
†
．
 
 
 

（
注
）
日
本
銀
行
の
本
店
．
支
店
．
代
理
店
 
 

及
び
楓
入
代
環
店
（
全
句
の
銀
行
・
信
 
 

用
金
魔
の
本
店
又
隻
店
．
郵
便
局
）
 
 

労
働
保
険
適
用
徴
収
関
係
手
続
に
つ
い
 
て
は
、
電
子
申
済
及
び
宅
子
納
付
が
 
便
利
で
す
．
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「嘉し這妄   

医
標
章
助
成
が
 

始
ま
り
ま
す
 
 
 

B
撃
C
塑
肝
炎
患
者
の
方
々
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
 
 

早
期
治
療
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
卸
年
鑑
か
ら
、
イ
ン
タ
l
互
ロ
ン
 
 

治
酵
基
要
な
医
療
費
讐
詳
細
に
つ
い
て
は
、
 
 

厚
生
労
働
省
Ⅱ
P
辞
書
‥
ヽ
w
w
ヨ
邑
旨
痘
首
S
を
ご
覧
 
 

い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
保
健
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 
 

平成20年4月掲載   

肝炎治療に関する医療費助成  
肝炎治療に射する医療費助成が始まります  

画像をクリックすると、大きい画伽く別ウィンドウで表示さ丸ます（G】F画像）  

4月1日 崖痙新聞   

4月28 朝日新聞  

4月ユ日 北海道新札東京・中8新臥西日本新聞  

ヰ即日読売新札室蘭反乱劇靖新聞、十勝毎日新札苫小牧足掛文具日  
軋陸奥新札デーリー東北・秋田魁新札岩手日払岩手日日」山形  
新臥河北新軋拝島丘軋福島民友、米澤新臥北羽新報、荘内日  
報、上毛新肌茨城新札下野新臥千某日相、神奈川新臥埼玉新  
臥＃賜新臥新鶉日軋北日本斬臥北国吉山新臥福井新札日  
刊県民待井、信濃毎日新札長野日軋山梨白日新聞、静岡新臥名  
古屋タイムズ・岐阜新札兼愛知新臥常信州新札奈良斬臥京都  
斬臥神戸新聞、伊勢紡臥紀伊丘軋山陽新臥中匹新聞、日本海  
新札山陰中央新札山口新札四臨斬臥愛埠新札技島新臥高  
知斬朋、岡山日日新札島根日日新札宇部日報、佐賀新札長崎新  
臥大分合同斬臥熊本自白斬臥宮崎日日新臥南日本新臥琉球  
鮪軋沖縄タイムス，南海日日新札八丑山毎日斬臥宮古毎8新聞  

4月6日毎日新札日本経済新柳  

頴
鮎
附
卵
 

月
初
T
C
塑
肝
炎
瓜
着
の
方
々
の
経
済
的
負
担
を
鞋
漉
し
、
 
 

嘉
蓋
芋
る
た
や
平
鹿
0
0
塞
か
ち
、
イ
ン
タ
l
冨
ロ
ン
 
 

治
顔
に
蓋
賛
の
地
底
が
胎
毒
詳
細
に
つ
い
で
は
、
 
 

厚
生
労
働
省
H
三
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ヽ
w
一
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E
w
．
匂
j
p
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だ
 

く
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、
薯
り
の
保
箆
併
ま
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わ
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だ
さ
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個
熟
N
O
革
丑
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（
渦
岬
注
「
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【
好
奇
酎
轟
】
 
 

管
り
芋
編
 
 

厚生労働省  



園テしど番組  臼ラジオ番組  

平成20年4月放送分  

ご存じですか  
～＜らしナビ最前線～  

バックナンバー   

放送日：平成20年4月Z5日（全）   

テ→マ．新しい肝炎総合対策の推進  

内容 ’肝炎は屡内最大の感染症であり、感染を放置すると肝硬変、肝ガンヘと進行し、重  

篤な病態を招〈ことになります。しかしながら、肝炎に対する正しい理解lま定着してい  

ない状況で、早期発見・検診率の向上、肝炎治癒の効果的な推進のため、新しい肝  

炎総合対策が進められています。その具体的内容を紹介します。  

平成20年4月放送分  

栗村智の  

HAPPY！ニッポン！   

′くックナンバー   

放送日  平成20年4月26日（土）  

平成20年4月27日（日）  

放送局によって日時が逢います   

子ーマ  新しい肝炎総合対策について  

内容  みなさんは「肝炎」についてどれだけご存知でしようか。肝炎は国内最大の患染症  
で、感染を放置すると肝硬変や肝がんへと進展する可能性を秘めていますbしかし  

「肝炎」は感染していても、肝嬢がなかなかSOSの信号を出さない厄介な感染症＝・。  

自覚症状が出る頃には重症になっている可能性もあり、根治には検査を早期に行う  

必要があります。そこで番組ではそんな肝炎の基礎知識から予防策まで、厚生労働  

省が推進する「新しい肝炎総合対策」を取り上Ifながら、わかりやすくお伝えしていき  

ます。  

個
熟
N
O
鼎
♪
加
 
斗
〔
几
．
Ⅷ
皇
斗
 
【
好
奇
釣
糸
】
 
 

放送日・平成20年4月24日（木）   

テーマ．始めよう！めざましごはん  

内容 ・朝ごはんは、1日のスタートである「脳のめざめ」にとても大切な習慣です。しかし、若  

年層を中心に朝食を摂らない人が増えており、20代では約30％の人が朝食を摂って  
いません。そこで農林水産省では、朝9時までに朝ごはんを食べる「めぎましごはん」  

キャンペーンを食品関係の企業・団体の協力を得て進めています。  

放送日：平成20年4月†8日（金）   

テーマ：4月18日は発明の日  

内容  4月18日は発明の日。日本の産業発展の基産となった専売特許条例が明治18年4月  

18日に公布されたことを記念し、産業財産権制度の普及・啓発を図ることを目的とし  

放送日：平成20年4月19日（土）  

平成20年4月20日（日）  

放送局によって日時が違います   

子ーマ ▼ ゴールデンウィークにおける山岳遭難の防止   

内容 ：目前に控えるゴールデンウィーク。最近は登山ブームの影響もあり、この時期にハイ  

キングや登山に出掛ける方が多いようです。しかし実はその一方で、山岳遭難など  

の事故が多発しているのをご存知でしょうか。しかもその大多数は中高年の登山  

者．事前の万全な準備なしに出掛けてしまった為に、事故に遭ってしまうケースがと  

ても多いそうです。そこで番組ではゴールデンウイークを前に、山岳遭難などの被害  

肝疾恩給療連携   
拠点病院  

粧
炎
ウ
イ
ル
ス
に
 
 

感
染
し
て
い
る
こ
と
が
 
 

分
か
っ
た
ら
 
 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
ヘ
の
悪
染
が
分
か
「
二
に
あ
な
た
 
 

に
、
－
の
な
た
の
冶
照
を
応
揺
す
る
た
め
の
情
報
 
 

を
お
却
ら
せ
し
ま
す
。
 
 
 

ま
ず
は
専
門
医
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
 
 

そ
こ
で
、
本
格
的
な
治
療
が
 
 

必
要
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま
す
 
 
 

肝
は
、
 
 

あ
な
た
が
聞
い
て
み
な
け
れ
ば
、
 
 

何
も
吉
わ
な
い
。
 
 

肝
瞳
は
体
の
中
で
一
語
大
き
く
、
 
 

と
て
も
重
要
な
臓
器
で
す
 
 

肝
践
で
は
．
2
5
ロ
D
堰
個
の
粕
憾
が
．
 
 

日
々
血
詣
の
置
巧
や
、
奈
部
分
の
野
面
な
と
を
 
 

r
‖
い
、
重
な
た
の
体
蚕
別
席
に
喋
っ
て
い
仙
芥
 
 

■
．
 
 

B
型
肝
炎
の
甥
合
 
約
3
別
 
 

C
型
肝
炎
の
鳩
舎
 
約
5
劉
～
9
別
 
 

の
人
が
治
環
和
栗
を
期
待
で
き
ま
す
。
 
 

隈申請後の講己れ  ほ肝疾患診療ネットワーク  

専門医療機関  医 療 歳 開  

基■′「  話   
右  

1√」一  

あ な た  

〉、Ih＿＿  

ー
V
．
 
ト
・
－
・
．
、
■
J
 
 
 
 
 
 
 
 
－
三
 
 

伯
報
交
換
 
 

飢
′
 
 

こ・  こ  

かかりつけ医  

卜み  斡
紳
 
 

草
 
 

肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
 
 

治
府
受
ほ
著
述
宮
守
付
 
 

し
ま
†
 
 個

熟
N
O
鼎
の
加
 
 

※
治
燕
動
某
は
皿
任
卜
朗
や
ウ
イ
ル
ス
批
な
ど
 
 
 

に
上
っ
て
弼
な
り
ま
す
。
 
 

強
い
副
作
用
を
伴
う
こ
と
が
多
い
の
で
、
押
 
 

ノ
 
 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
懲
染
し
て
も
、
ず
っ
と
症
 
 

状
が
出
な
い
言
責
繕
わ
る
も
の
も
あ
っ
、
す
で
 
 

に
は
治
脛
が
必
要
で
な
い
場
合
も
あ
っ
ま
す
 
 

ま
た
冶
環
は
、
荘
状
と
佑
の
状
連
に
合
わ
せ
て
 
 

選
び
奏
す
】
 
 

（
主
な
着
療
法
）
 
 

町
抗
ウ
イ
ル
ス
療
法
 
 
 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
憧
う
治
蒜
と
、
抗
ウ
 
 

イ
ル
一
△
換
を
侍
っ
た
治
葬
が
あ
り
ま
す
。
 
 

川
イ
ン
タ
ト
フ
ェ
ロ
ン
は
、
免
疫
系
炎
症
の
調
 
 
 

節
挙
に
作
用
し
て
効
果
▲
せ
究
消
す
る
亮
剤
 
 
 

そ
ん
な
肝
臓
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は
、
 
 

「
沈
黙
の
瞳
器
」
 
 

例
え
ば
肝
炎
に
な
っ
て
も
、
前
既
は
な
か
な
 
 

か
S
O
S
竜
山
山
し
ま
せ
ん
。
あ
な
た
び
「
拝
が
 
 

た
る
い
こ
し
買
付
く
こ
ろ
に
は
、
r
て
の
肝
箆
は
 
 

か
な
り
の
址
正
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
烹
計
㌔
－
り
 
 

し
ひ
す
る
と
、
師
較
要
や
肝
が
ん
と
い
「
た
覇
 
 

気
に
遅
▲
口
し
て
い
る
か
も
．
 
 
 

で
も
大
丈
夫
。
肝
炎
の
原
因
で
一
の
る
 
 

ウ
イ
ル
ス
は
、
検
査
で
分
か
り
暮
す
 
 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
懲
染
し
て
い
て
も
 
適
切
 
 

甘
受
絵
巻
距
の
交
付
 
 

所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
僅
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
俣
 
 

あ な た  

－ 想L」  
全区C亘！肝炎給僚慧喜圭会「蓋暇府県に篤ける肝炎拍恋々貌肝疾患  
拶原体別に蔦けるガイドライン」（Hlg126）より  

都道府県  

「
両
件
址
轟
」
P
甲
州
 
【
両
件
城
密
咲
訊
罫
】
 
 
 

か
り
つ
け
医
と
よ
く
相
談
し
て
く
た
さ
い
。
 
 

主
な
副
作
用
イ
ン
フ
ル
工
ン
ヴ
桟
症
状
（
栄
餌
「
 
 
 

頭
痛
．
筋
肉
痛
な
と
）
、
日
皿
建
貯
中
耳
減
 
 
 

少
．
血
小
楯
減
少
、
不
眠
や
胴
う
つ
．
投
与
 
 
 

誹
位
の
妬
み
、
脱
毛
、
め
ま
い
 
 
 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
冶
審
に
対
す
る
 
 

医
原
質
期
成
 
 

国
と
那
埴
府
県
で
は
、
肝
《
の
苓
力
な
冶
順
 
 

法
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
冶
桶
に
つ
い
て
、
 
 

あ
な
た
の
負
担
講
を
軽
減
す
る
助
成
を
行
い
ま
 
 

す
り
 
 
 

執
成
の
対
象
と
な
る
の
は
8
聖
文
は
C
型
肝
 
 

炎
の
イ
ン
タ
フ
ェ
ロ
ン
治
応
で
す
。
 
 
 

あ
な
た
の
世
樗
の
所
持
に
応
じ
て
、
月
当
た
 
 

り
の
堅
票
望
遠
還
し
ま
す
。
 
 
 

以
下
の
霞
類
が
必
至
と
な
り
讃
す
の
で
．
㍑
 
 

し
く
は
お
近
く
の
保
任
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
 
 

た
ご
し
l
」
重
圧
、
 
 

十
肝
呑
イ
ン
タ
ー
フ
H
ロ
ン
治
靡
受
話
室
再
挙
 
 
 

付
甲
摘
召
（
発
行
お
住
ま
い
の
郁
萄
両
県
）
 
 

1
い
瞳
】
銅
の
診
断
霜
（
禿
け
か
か
り
つ
け
医
な
ど
〕
 
 

′
あ
な
た
の
氏
名
が
記
柑
亡
れ
た
惜
腔
㍑
㌻
ヨ
 
 
 

泣
琴
の
写
し
（
冤
行
各
保
換
畜
】
 
 

1
ノ
あ
な
た
の
屈
す
る
世
相
の
全
員
に
つ
い
て
記
 
 
 

陀
の
あ
る
住
民
空
蛮
空
し
 
 

1
～
市
町
村
民
悦
状
況
年
訝
を
証
明
す
一
訂
ご
頒
 
 
 

妄
語
ソ
お
住
ま
い
の
市
町
村
）
 
 
 

懲
染
拡
大
の
予
防
の
た
め
に
 
 

唄
た
ほ
、
B
型
弓
手
感
染
予
析
や
献
血
の
 
 

ク
リ
1
二
ン
ク
な
と
、
悪
染
の
拡
大
隣
止
対
爺
 
 

に
よ
っ
て
、
お
廣
や
鋸
血
な
と
に
よ
る
暗
・
、
刀
 
 

悪
染
は
き
白
め
し
ま
れ
に
戎
う
し
い
筈
す
1
 
 
 

聞 
で
す
（
持
し
く
は
下
記
を
こ
誌
く
だ
ご
い
）
．
 
 

流
ウ
ィ
ル
ス
案
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
僧
 
 
 

麺
を
抑
え
る
顎
刑
で
す
。
 
 

⑦
肝
庇
荘
原
法
 
 
 

肝
臨
の
炎
症
を
押
え
．
肝
雄
胞
の
倭
頃
の
「
人
 
 

ピ
ー
ド
誉
抑
え
る
為
環
浩
で
す
．
 
 
 

治
療
は
ど
こ
で
受
け
れ
ば
艮
い
で
す
ひ
フ
 
 

菩
那
届
開
渠
で
は
．
胆
扶
「
肝
頸
黒
誇
示
譲
 
 

鵜
拠
点
病
院
」
を
指
定
し
て
お
り
．
こ
こ
を
中
 
 

心
と
し
て
、
県
内
の
畠
柄
慌
．
そ
し
て
あ
な
 
 

た
の
か
か
り
つ
け
医
が
二
撼
に
な
っ
て
、
あ
な
 
 

な
憾
綴
蕾
理
治
摂
で
、
肝
欝
悪
化
す
る
の
 
 

を
予
防
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
．
 
 
 

・
Y
肝
炎
の
ほ
と
ん
ど
は
．
耶
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
ノ
 
 
 

て
起
き
る
「
ウ
ー
ル
ス
門
別
炎
」
て
†
 
 

と
に
か
く
一
度
挿
嘉
一
竺
安
け
J
み
て
く
た
こ
 
 

い
。
享
郎
党
見
 
里
朝
岩
原
1
 
 
 

肝
炎
の
検
査
有
望
け
る
に
は
？
 
 
 

（
ど
ん
な
は
恋
7
）
 
 
 

折
突
ウ
↓
ル
ス
に
業
法
し
て
い
る
か
ど
う
か
 
 

は
、
採
血
撞
董
で
別
離
し
ま
す
．
琵
肥
戸
け
な
 
 

の
で
柁
哨
閤
で
請
み
．
ま
た
、
郡
郷
間
で
揉
豆
 
 

鴇
梁
を
お
和
ら
せ
で
き
ま
す
．
 
 

以
下
の
常
叫
抽
的
な
注
貰
写
項
を
守
っ
て
い
れ
 
 

ば
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
日
常
主
上
伯
で
怒
染
す
る
 
 

こ
と
は
、
牙
す
あ
っ
得
票
せ
ん
（
く
し
や
み
．
せ
 
 

き
、
抱
擁
、
一
環
へ
物
、
放
み
物
．
舎
遠
山
や
コ
ッ
 
 

プ
の
共
用
な
ど
で
は
悠
染
し
ま
せ
ん
）
t
 
 

（
主
な
注
意
事
項
）
 
 
 

遁
ブ
ラ
シ
、
カ
ミ
ソ
リ
、
ピ
ア
ス
な
と
血
液
 
 
 

が
つ
く
可
柁
便
の
参
る
も
の
奄
他
人
⊥
」
共
用
 
 
 

し
な
い
 
 
 

血
恋
や
分
泌
物
の
村
落
し
た
ち
の
ほ
、
む
手
 
 
 

出
し
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
包
ん
で
 
 
 

捨
て
る
か
．
扇
水
で
よ
く
洗
い
ー
崩
す
さ
 
 
 

外
悔
、
E
厄
炎
、
〔
臣
血
、
皇
血
な
ど
喧
し
 
 
 

き
る
だ
け
呂
カ
で
手
当
〒
舌
句
 
 
 

他
人
の
刑
事
が
入
る
可
能
性
の
一
の
る
入
れ
憲
 
 
 

は
し
な
い
．
 
 
 

肝
小
火
ウ
イ
ル
ス
に
即
心
染
し
て
い
る
か
ら
L
J
 
 

い
「
一
て
 
㌣
ハ
㌣
芋
瞑
毛
と
丁
号
別
モ
甲
〔
け
＜
 
 

讐
由
は
全
く
」
の
り
芸
せ
ん
。
 
 

。
肝
炎
に
つ
‥
．
て
も
っ
と
知
り
た
い
方
は
優
 
 
 

生
労
働
い
包
の
ホ
・
ム
ヘ
」
ソ
仁
」
二
歩
細
 
 

く
だ
さ
い
ヮ
 
 
 

h
（
言
＼
＼
′
≦
ゴ
ミ
」
」
〓
一
手
的
D
弓
＼
b
≡
」
y
む
、
 
 

r
聖
」
一
／
O
U
二
、
e
】
ハ
芥
り
F
u
・
F
型
一
S
皿
⊃
S
一
」
つ
こ
 
 

D
岨
、
こ
J
n
e
X
三
ヨ
ー
 
 
 

一
お
問
い
合
わ
せ
先
一
 
 

。
厚
生
労
働
省
笹
原
局
摂
眉
対
話
誤
肝
 
 
 

炎
対
策
推
進
≡
 
 

T
⊂
L
」
 
ハ
U
っ
J
 
E
J
つ
L
■
h
J
つ
）
 
1
1
1
－
、
－
 
 

昌
∵
・
窒
撃
q
 
【
見
憲
丁
わ
顔
一
 
 
 

U
R
〓
三
っ
、
、
ノ
く
5
≦
亘
ノ
室
内
O
－
つ
＼
 
 

。
ウ
イ
ル
ス
肝
宍
研
究
村
田
昂
一
丸
つ
咤
†
∵
 
 
 

U
R
「
三
t
p
く
壬
く
ヽ
壬
く
三
丁
ロ
「
石
＼
 
 
 

M
竺
＜
三
】
旬
高
ひ
⊃
S
ロ
C
〓
⊃
空
こ
 
 

た
の
滝
原
を
応
援
す
Q
体
制
を
作
っ
て
い
芸
す
 
 

へ
左
百
石
固
）
へ
 
 
 

冶
原
に
関
し
て
向
か
不
要
な
こ
と
．
荒
に
な
 
 

る
こ
と
や
、
最
新
の
治
癒
な
と
に
つ
い
て
囁
き
 
 

た
い
こ
と
が
ー
の
れ
ば
．
お
策
蛭
に
ひ
か
り
つ
け
 
 

医
事
に
博
覧
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 
 

（
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
に
つ
い
て
）
 
 
 

イ
ン
タ
ー
フ
H
ロ
ン
は
免
瘡
蓋
∵
琴
荘
の
切
論
 
 

等
に
作
用
し
て
期
累
菅
栄
接
す
垂
声
副
で
 
ウ
 
 

イ
ル
ス
僅
肝
炎
モ
根
治
す
る
こ
と
か
で
一
て
る
も
 
 

の
で
す
．
 
 

㌍   
戦
媒
染
は
は
っ
J
ナ
‖
ほ
ど
た
た
な
い
上
、
関
目
に
 
 
 

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
、
 
 

（
と
こ
て
受
け
ら
れ
る
の
7
）
 
 
 

撲
音
を
受
給
一
〇
⊥
合
傲
会
は
、
い
下
の
さ
っ
な
 
 

も
の
が
あ
っ
＝
か
す
ー
 
 
 

お
住
壷
い
の
市
町
村
で
の
弛
聖
域
投
 
 
 

ゐ
住
家
い
の
誹
適
所
県
菩
の
條
瑠
所
で
の
便
 
 

異
持
田
な
雷
卜
此
白
檀
や
門
悍
な
と
は
 
モ
 
 

n
ぞ
れ
の
冥
詭
ユ
ニ
柘
（
石
摺
郭
∵
L
よ
「
ニ
」
翼
 
 

な
っ
害
す
の
で
、
別
（
▲
址
お
問
い
含
こ
り
け
く
だ
 
 

ご
い
。
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○ 肝炎†斉報センター  h揖岬   
○（財）ウイルス肝炎研究財田  

帥州∨怖0日p／   

肝疾患の治療に関することなど．病気についての相談は、以下にお問い合わせください．   

【相談窓口】   
・電才吉ロコ5689－8202（平日10時－16時）   
・メ▲ルvh勺乳ean≦○く：nneJP   

O 肝炎対策について（厚生労且b省〉  
btt旦ノ／い〃小∩∧L√nhlw上OJp′bu†1V8／kenkou／k8kk▲ku」恒汀は句作hロリロ9／■nd一≡Xhしml  

蜘  

琶ねんきん定期便を  

お確かめください  
～年金記穎を正しいものにするために～  

；l－ 、＿  
年全の現役加入者の貸さま  
に「ねんきん定朋憎」を毎  
年≡楚生月にお送lハ、たしま  

す。  

「ねんきん定肌副でtエ、  

・こhまでの年会加入朋間   

と年会加入届腰  
・加入某紙に応した年会見   
込言貞  
・これまでの年会保険糾の   
納付那と月ごとの年全保   
険料の納付ブ大洗  
なとをお知らせトます。  

「ねんきん定朋便」で犀全  
記録をご確認いただ幸、年  

会記録に「もれ」や「ユ呉り」  
かあった塙合にIi、同封の  

回答票にて回答をむ願し、い  

たしま†。貸さ三の大切な  

年金害己畳を正しいもの⊂す  
るため、「ねんきん定朋嘩」  

による年会記貸のご1違語に  

育さまのご協力をお玲臥、い  

たします。   

なお、ご不明ケ点は、「ね  

人きん定期便亨用ダイヤ  
ノLJo570－058－555までお  

問い合わせください⊃   



平成21年4月 新聞（記事下・7段）【政府広報】  平成21年4月 政府インターネットテレビ 【政府広報】  

払府インタ＿ネットテレビー  

20ch くらしの安全・安心  
国民生活の安全・安心に関する情報を提供  

2009／04／09  

肝硬変■肝がんを予防するために！  

■20ch 詳細T  

m三≡  

熱願ンクーネットテレビt  
山＝u・こ二∴し…＿  －た蚕豆専  

▲  00・80二00／00＝09：31 忘⊇  

沈黙の臓器と呼ばれる肝臓。初期の肝炎を放置しておくと、肝硬変や肝がんといっ  
た重篤な病気になります。今回は、ウイルス性肝炎について正しい知識や検査・治療  
方法、医療費助成について紹介します。  

■この番組の閲遜情報  
・厚生労働省・肝炎のページ  
・肝炎情報センター   

■この番組についてのアンケート  ■この顎絹についてのと愚見＝C（X）文字咲即   

この番組のアンケートは  
現在実施されていません  

男莞繭蒜   
＊サイトヘのご意見・ご要望はこちらから連動   

●uRLを貼付け；http二／／nettv．gov－On‖ne・gOLjp／P「9／prg2501，html  
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肝炎の検査、もう受けましたか？  

新しい肝炎総合対策の推進  厚生労働省  

2009年4月13日－ 4月19日  

【備 考】  
肝炎の検査、もう受け  

ましたか？   

鼠融鵜  

肝炎は早期発見・早期  
治療で肝がんを防ぐこ  
とが可能です。検査は  
最寄りの保健所などで  
受けられ（原則無料）、  

短時間で簡単に終7。  
一生に一度は検査を受  
けてみましょう！  

（厚生労働省）  
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